
「困難を抱える子どもたちを包摂する
   多感覚を生かした活動」

開催日：2023年1月28日（土）14:00-16:30

オンライン（ZOOM）による開催

「困難を抱える子どもたちを包摂する
   多感覚を生かした活動」

＊ご参加のお申し込み・お問い合わせは mtakahashi@naruto-u.ac.jp（担当：高橋）まで 

1月26日（木）17:00までに、メールでお願いいたします。
ご連絡いただいたメールアドレスへ、当日の参加情報をお送りいたします。

ZOOM 接続開始 （司会 : 鳴門教育大学 高橋 眞琴）

「聴覚に障害のある子どもたちの聞こえや発音・ことばを意識した学習活動（予定）」
　和歌山県立和歌山ろう学校　教諭　中西 裕子 氏

13：50

シンポジウムの趣旨と研究の経緯（研究代表者  鳴門教育大学　高橋 眞琴）14：00

16:30

14:05～14:25

「動作法参加に戸惑いのあるお子さんへの対応」
  滋賀県立八日市養護学校　教諭／兵庫教育大学連合学校教育学研究科　
  心理リハビリテーションスーパーバイザー　山﨑 真義 氏

14:25～14:45

「ヤングケアラーの子どもたちの携帯用スヌーズレン機器を用いた取り組み」
兵庫県　国公立学校　元教員　守谷 安津蓉 氏

14:50～15:10

「ダウン症のお子さんの音楽活動への動機付け」
  ピアノ講師　谷口 由美子 氏

15:10～15:30

「地域での障害のあるお子さんに向けた生涯学習支援」
特定非営利活動法人　音楽堂　理事長　小河 理恵子 氏

15:30～15:50

15:50 質疑応答

講評（各10分間） 

終了予定

 

（5分間休憩）

鳴門教育大学　教授　田中 淳一 氏
帝京平成大学　教授　牛込 彰彦 氏

困難を抱える子どもを包摂する多重感覚発達支援環境の実証的研究：日英米の環境比較

［科研費：19K02614：研究代表者  高橋 眞琴］
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